
朝
鮮
側
か
ら
み
た
日
清
戦
争

一

　
臼
清
戦
争
は
、
十
九
世
紀
末
期
に
朝
鮮
を
場
と
し
て
生
じ
た
日
清
両
勢
力
の

武
力
衝
築
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
、
こ
の
戦
争
は
、
李
朝
末
期
に
お
け
る
王
朝
の
封
建
的
麦
配
体
制
に

決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
東
学
農
民
戦
争
に
か
ら
ん
で
お
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
日
清
戦
争
に
関
す
る
研
究
を
、
李
王
朝
の
封
建
的
支
配
体
制

の
薗
機
と
の
関
連
に
お
い
て
お
し
進
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
性
絡
…
を
正
し
く
掘
む

こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
甘
清
戦
争
に
関
す
る
優
秀
な
研
究
成
果
が
、
幾
多
の
先
学
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
て
い
る
に
も
掬
わ
ら
ず
、
特
に
朝
鮮
を
し
て
武
力
衝
突
の
発
火
点
た

ら
し
め
た
主
体
的
な
諸
条
件
に
関
す
る
研
究
は
、
あ
る
い
は
一
方
的
な
立
場
に

た
つ
ド
グ
マ
に
と
り
つ
か
れ
た
り
、
あ
る
い
は
平
顯
的
な
事
件
の
鈴
索
に
終
始

し
た
弊
を
免
か
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
様
に
思
う
．
、

　
こ
こ
に
お
い
て
小
論
の
掻
的
は
、
「
翻
鮮
側
」
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
透

筏
し
、
李
朝
封
建
社
会
の
解
体
期
の
問
題
と
し
て
こ
の
問
題
を
追
究
し
、
苦
土

の
論
証
を
試
み
た
い
が
、
し
か
し
私
自
身
の
研
究
の
不
足
と
米
熱
の
た
め
に
充

　
　
　
　
　
臼
　
漕
　
戦
　
争
（
萎
）

分
に
こ
の
問
題
を
究
明
す
る
能
力
は
も
た
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
た
だ
こ
の

間
題
の
漸
し
い
発
展
の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
一
布
石
と
も
な
れ
ば
と
念
願
す
る

の
み
で
あ
る
。

二

　
李
朝
社
会
の
支
配
階
級
は
、
土
地
公
有
制
の
5
え
に
聾
立
す
る
専
制
君
主
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
つ

中
心
と
し
だ
地
主
約
官
僚
群
の
縮
互
保
険
的
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
官
僚
鮮
に
進
出
し
う
る
特
権
階
級
・
両
班
の
拡
大
再
生
産
は
、
・
問
階
級
内

部
に
現
職
者
と
失
職
者
と
の
対
立
拮
抗
関
係
を
譲
成
し
、
そ
の
政
治
的
表
現
と

し
て
、
李
朝
中
葉
以
來
の
激
烈
な
朋
党
争
い
の
歴
史
を
記
録
せ
し
め
た
。
こ
の

よ
う
な
本
質
は
、
李
朝
末
期
に
お
け
る
大
知
君
と
関
妃
の
対
立
、
事
大
勢
力
と
開

化
勢
力
の
対
立
関
係
を
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
自
己
を

表
現
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
貫
徹
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
事
大
党
（
親

清
的
事
大
派
）
と
独
立
党
（
親
日
的
開
化
派
）
と
の
政
争
に
至
っ
て
は
、
支
配

グ
ル
ー
プ
内
部
の
対
立
関
係
を
国
際
的
規
模
に
ま
で
拡
大
せ
し
め
て
い
る
。

　
大
紋
鱈
と
閥
妃
と
の
対
立
は
、
李
朝
末
期
の
対
外
的
野
機
に
対
処
す
る
前
者

の
「
鎖
圏
論
し
と
後
者
の
「
麗
国
論
」
と
の
中
に
集
約
さ
れ
る
。
蝦
蟹
君
派
は
、

門
内
派
閥
勢
力
の
専
制
王
権
え
の
求
心
約
集
中
策
に
よ
っ
て
中
央
集
権
力
を
強

化
し
、
対
外
的
な
強
硬
な
ろ
鉾
外
主
義
を
打
ち
出
し
た
．
、
所
語
「
内
修
外
記
」

の
策
で
あ
る
．
．
こ
れ
に
対
し
て
関
妃
一
派
は
、
門
戸
開
放
に
よ
る
外
国
勢
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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の
依
存
開
係
に
お
い
て
自
己
グ
ル
ー
プ
の
支
配
権
の
確
立
を
は
か
る
「
開
国

論
」
を
も
っ
て
対
立
さ
せ
た
．
。
両
論
と
も
封
建
的
意
識
を
海
錨
と
し
て
い
る
こ

と
に
お
い
て
は
共
通
な
性
絡
を
も
つ
て
い
る
。

　
大
院
鷺
の
橡
…
外
策
が
、
丙
寅
（
一
八
六
六
）
と
辛
未
（
一
八
七
一
）
の
二
つ

の
魚
鋤
に
お
い
て
外
船
を
撃
幽
し
、
排
外
思
想
に
よ
っ
て
国
論
を
ほ
ぼ
統
一
し

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
急
進
的
な
復
旧
的
「
内
修
」
策
は
、
む
し
ろ
両
班
層
と
畏

衆
逮
の
反
感
を
か
い
、
政
治
的
な
失
脚
の
原
因
と
な
っ
た
。
し
か
る
に
定
心
一

派
の
霧
（
明
六
「
八
七
三
）
に
よ
っ
て
排
外
讐
、
圏
策
に
叢
さ
れ
、
天
七
六

年
の
「
ペ
ル
リ
の
故
智
」
に
な
ら
っ
た
国
本
と
の
不
平
等
な
江
華
修
好
条
約
を

皮
切
り
に
、
後
進
的
な
李
朝
社
会
は
、
に
わ
か
に
世
曲
仲
資
本
主
義
の
一
環
と
し

て
編
入
さ
れ
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
約
社
会
験
序
の
崩
壊
は
封
建
的
危
機
を
｝
層
促

進
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
江
難
条
約
以
来
、
日
本
は
唯
ム
の
外
交
関
係
窮
と
し
て
経
済
的
進
出
と
相
侯

っ
て
封
建
下
僚
の
中
枢
部
に
対
す
る
親
日
勢
力
の
扶
植
に
努
め
た
。
従
っ
て
聞

氏
専
権
下
の
現
職
官
僚
躊
に
、
新
し
い
勢
力
と
し
て
上
本
型
の
改
革
を
標
榜
す

る
少
壮
派
が
、
近
代
的
な
政
治
意
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
一
一
つ
の
流
れ
は
、
壬
午
軍
乱
（
明
一
五
｝
八
八
二
）
を
劃
期
と
し
義
面
的
に
対
立

し
、
保
守
派
の
「
事
大
党
」
と
、
開
化
派
の
「
独
立
党
」
と
の
政
争
を
醸
し
出

し
た
。
日
本
の
独
占
的
な
対
話
進
禺
は
、
壬
午
軍
乱
を
前
後
し
て
登
場
し
た
清

国
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
。
清
国
は
、
欧
米
列
強
の
対
鮮
通
商
条
約
を
周
旋
す

五
工

る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
勢
力
を
牽
蒸
し
、
競
鮮
の
．
島
外
隔
係
に
お
け
る
発
言

権
を
増
大
し
た
。
朝
鮮
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
（
｝
八
八
一
）
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
（
一
八
八
三
）
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
（
一
八
八
四
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
一
八

八
六
）
、
等
に
門
戸
を
開
放
し
、
江
棄
条
約
を
基
準
と
す
る
も
っ
と
悪
化
さ
れ

た
不
平
等
条
約
を
結
ん
だ
。
そ
れ
に
も
増
し
て
清
国
は
、
大
層
鴬
を
擁
立
す
る

不
平
軍
隊
・
都
市
貧
民
の
反
日
反
関
闘
争
で
あ
っ
た
壬
午
軍
乱
を
、
五
チ
の
兵

を
も
つ
て
鎮
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
院
君
を
清
国
の
保
定
府
に
臨
監
し
、

「
鎖
国
論
」
的
守
照
勢
力
を
お
さ
え
た
の
で
あ
る
。
閾
氏
政
権
を
復
活
さ
せ
た

清
国
は
、
朝
鮮
と
の
宗
無
関
係
を
成
交
化
し
た
食
逸
商
民
水
陸
章
程
、
通
商
関

係
を
促
進
す
る
た
め
の
招
商
局
の
設
麗
、
三
世
凱
配
下
に
三
千
の
兵
の
購
留
、

清
国
の
北
洋
通
商
大
臣
李
鴻
章
配
下
の
メ
ル
レ
ン
ド
ル
フ
　
（
と
。
＝
。
巳
。
『
ご
、

’R

E
ハ
ー
ト
（
一
〃
〇
一
）
O
「
什
　
周
貞
P
汽
け
）
を
各
々
外
交
顧
問
、
税
関
顧
問
に
招
面
せ
し

め
て
軍
事
・
外
交
・
通
商
上
の
実
権
を
李
議
論
の
支
配
下
に
お
い
た
。

　
前
置
、
訳
本
は
済
細
浦
条
約
に
よ
っ
て
五
十
万
円
の
賠
償
を
要
求
し
、
公
使

館
護
衛
の
一
中
隊
（
百
三
十
人
）
を
駐
竜
さ
せ
た
の
み
で
そ
の
勢
力
は
微
々
た

る
も
の
と
な
っ
た
が
、
謝
信
使
と
し
て
渡
B
し
た
独
立
党
派
の
朴
泳
孝
・
金
玉

均
等
が
、
償
金
五
十
万
円
の
五
ケ
年
賦
を
十
ケ
年
に
延
長
し
、
後
藤
象
二
郎
・

福
沢
諭
吉
等
の
民
聞
人
の
周
旋
に
よ
り
、
横
浜
正
金
銀
行
よ
り
十
七
万
円
の
借

款
を
獲
得
し
て
李
朝
政
府
に
お
け
る
か
れ
ら
の
立
場
を
強
化
し
、
当
時
の
島
本

外
相
井
上
馨
と
の
間
に
、
清
国
と
の
宗
属
関
係
か
ら
「
独
立
す
る
た
め
の
某
体

（　363　）



案
が
検
討
さ
れ
た
。
独
立
党
は
、
ほ
ぼ
在
野
少
壮
勢
力
を
結
集
し
て
、
尖
鋭
的

に
閥
氏
一
族
を
中
軌
と
す
る
親
身
的
な
事
大
党
政
府
に
政
治
的
な
対
決
を
迫
っ

た
。
金
玉
均
と
メ
ル
レ
ン
ド
ル
フ
と
の
間
に
展
開
さ
れ
た
財
政
政
策
を
め
ぐ
る

闘
争
は
、
｝
層
そ
の
対
立
を
激
し
く
し
た
。

　
壬
午
政
変
後
に
お
け
る
李
朝
の
対
外
負
債
は
逐
次
増
大
し
て
横
浜
正
金
銀
行

の
十
七
万
円
、
清
国
招
商
局
の
二
十
一
万
両
を
は
じ
め
、
　
一
八
八
五
年
（
明
一

八
）
現
在
で
は
総
額
五
十
万
円
に
達
し
て
い
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
新
し
い
国

家
導
出
は
ま
す
ま
す
膨
脹
す
る
反
面
、
嘉
慶
な
収
縮
体
系
の
建
網
と
腐
敗
官
璽

の
薮
属
は
、
国
庫
を
柚
渇
せ
し
め
た
。
そ
こ
で
金
玉
均
は
、
財
政
対
策
と
し
て

日
本
か
ら
の
三
百
万
円
借
款
を
王
に
勲
策
し
（
懸
れ
に
つ
い
て
は
予
め
、
日
本

外
務
大
輔
吉
田
某
の
諒
解
が
、
界
致
美
を
通
じ
て
あ
っ
た
と
い
う
）
、
　
岡
縫
委

任
状
を
帯
し
て
渡
日
し
た
の
で
あ
る
が
、
メ
ル
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
裏
面
工
作
に

よ
っ
て
臼
本
公
使
竹
添
を
貿
収
し
、
そ
の
防
害
の
た
め
に
水
泡
に
帰
し
て
し
ま

．
つ
、
た
へ
、
一
⊥
ガ
メ
ル
レ
ソ
ド
ル
フ
は
、
政
試
図
に
直
し
て
　
趨
貨
…
膨
脹
策
を
・
鈴
張
し
、

当
五
銭
、
当
十
銭
、
当
眉
銭
の
鋳
造
を
勧
め
た
。
政
府
は
当
五
銭
（
従
来
の
貨

幣
一
に
対
し
て
五
の
価
値
を
認
め
る
）
の
鋳
造
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
悪

貨
の
弊
は
つ
の
り
、
物
価
は
騰
貴
し
て
「
畏
日
二
困
シ
、
国
勢
月
一
愚
編
シ
、
殆

ン
ド
支
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
状
態
に
陥
っ
た
．
．
．
独
立
党
の
攻
撃
は
い
よ
く
鋭
く

▼
な
り
、
大
官
婦
報
償
鎗
に
飢
あ
る
閣
門
氏
一
派
の
山
猷
撃
大
信
発
は
内
旨
単
動
岬
摘
を
」
起
し
た
。
メ
ル

レ
ン
ド
ル
フ
は
か
れ
一
ら
に
臼
く
「
今
朝
鮮
ノ
以
摘
二
飽
悶
ヲ
除
ク
戸
当
五
ノ
醤
賊
ユ
非

　
　
　
　
　
　
獄
　
．
清
　
戦
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ズ
、
官
副
シ
ク
幽
心
二
先
ヅ
金
玉
〃
均
ヲ
除
キ
玄
ル
ベ
シ
、
百
串
畢
鱈
主
ヲ
護
読
シ
、
離
悶

ヲ
諸
君
二
為
ス
モ
ノ
ハ
即
チ
ー
ノ
金
玉
均
ノ
ミ
、
諸
君
何
ノ
故
二
季
ヲ
ナ
ス
ノ

・
本
ヲ
除
囮
ク
コ
ト
ヲ
田
心
ハ
ズ
シ
テ
徒
ニ
ソ
ノ
来
ヲ
治
…
メ
ソ
ト
欲
ス
ル
カ
、
率
爾
薦
君

同
㎜
門
同
種
ヲ
以
テ
時
二
絹
園
ギ
、
相
争
フ
ハ
儒
田
ノ
福
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
難
嗣
フ

難
醐
君
万
一
二
稲
符
A
ロ
シ
テ
、
以
テ
門
葉
ノ
尤
モ
弊
ヲ
ナ
ス
上
着
ヲ
除
ク
ハ
班
旦
計
ノ
備
管
沼

ル
書
証
ヤ
」
と
。
（
雛
認
三
七
頁
媛
）

　
一
八
入
四
年
　
（
明
一
七
）
、
　
清
覧
が
安
申
附
問
題
で
再
呈
発
’
状
態
に
入
っ
た
報
に

接
す
る
や
、
皇
国
は
朝
鮮
問
題
に
干
渉
す
る
余
力
な
し
と
見
て
と
っ
た
独
立
党

一
派
お
よ
び
日
本
公
使
竹
添
は
、
事
大
党
の
閾
氏
政
権
を
打
倒
す
る
政
治
的
ク

ー
デ
タ
ー
を
企
て
た
．
、
そ
の
蕪
礎
工
作
と
し
て
竹
添
は
王
に
接
見
し
、
壬
午
事

変
の
渡
物
浦
条
約
に
お
け
る
賠
償
金
五
十
万
円
の
う
ち
、
未
償
の
四
十
万
円
は

「
是
レ
我
壇
上
二
二
費
飼
養
兵
ノ
費
二
供
シ
、
以
テ
独
立
の
資
ト
ナ
ス
、
決
シ

テ
之
ヲ
他
費
二
七
ユ
ル
コ
ト
エ
鵬
ハ
ズ
」
と
の
日
本
僧
事
…
の
瀬
を
伝
え
、
清
仏

戦
命
に
お
け
る
清
国
敗
北
の
見
透
し
、
内
政
改
革
の
必
曲
数
等
を
説
い
た
．
、
か
く

て
一
八
八
四
年
十
一
一
月
に
、
日
本
人
を
交
え
た
独
立
党
一
派
は
、
ク
ー
デ
タ
ー

を
決
行
し
て
閉
氏
政
権
祁
．
要
の
六
大
距
を
殺
害
し
、
　
独
立
覚
｛
派
を
中
心
と

す
る
王
族
、
中
華
派
の
三
岡
戦
線
の
う
え
に
箪
薪
政
麿
を
構
成
し
、
改
草
に
着

手
し
た
が
、
糞
世
…
凱
の
三
千
の
兵
の
揖
兵
と
韓
図
兵
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
完
全

に
失
敗
に
期
し
、
コ
ニ
日
天
下
」
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
．
．
こ
れ
が
甲
立
政
変

（噸
Z
四
）
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
三
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欝
　
濾
　
戦
　
争
（
婆
）

　
そ
の
後
、
臼
・
清
・
澗
国
の
対
立
闘
係
を
調
整
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
た
天

灘
条
約
黛
酒
M
皿
）
、
四
ヶ
月
以
内
に
日
・
清
両
蟹
の
撤
兵
お
よ
び
、
漿

爾
軍
出
兵
時
に
お
け
る
相
互
の
行
交
知
照
を
規
定
し
て
「
従
来
清
国
が
職
工
居

タ
ル
属
邦
論
ノ
諭
理
ハ
之
ガ
タ
メ
ニ
其
ノ
カ
ヲ
減
殺
」
し
て
、
溝
國
の
こ
力
的

な
軍
事
干
渉
を
緋
除
し
た
と
は
い
弓
も
の
の
、
李
朝
の
宮
廷
内
か
ら
親
日
勢
力

が
完
全
に
緋
除
さ
れ
、
独
立
党
要
人
は
殺
窪
ま
た
は
臼
本
に
亡
命
す
る
の
止
む

な
ぎ
に
董
り
、
ま
た
日
本
。
が
こ
の
事
件
の
背
後
勢
力
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

禮
接
的
な
下
手
人
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
潜
在
的
な
民
衆
の
敵
意
を
一
層
高
調
さ

せ
た
。
こ
の
こ
と
は
清
国
を
む
し
ろ
保
護
勢
力
と
認
め
る
傾
向
を
醸
成
し
、
満

髄
の
立
場
は
更
に
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
事
件
の
責
任
を
逆
に

潮
鮮
政
府
に
転
嫁
し
て
漢
城
条
約
を
お
し
つ
け
、
十
一
万
円
の
賠
償
を
要
求
す

る
に
至
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
独
立
党
は
徹
底
的
な
敗
北
を
喫
し
た
が
、
自
体
が
も
つ
買
弁
的
弱
体

性
か
ら
来
る
必
然
的
な
帰
結
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
独
立
党
は
、
近
代
的

な
「
内
政
改
草
」
派
と
し
て
進
歩
的
な
ヅ
ェ
ー
ル
を
か
む
り
な
が
ら
、
権
力
闘

争
に
お
い
て
民
衆
特
に
農
民
の
要
求
を
譲
葉
的
に
と
り
あ
げ
て
そ
の
革
命
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
み
と
る
こ
と
に
開
心
を
も
た
な
か
っ
た
．
、
従
っ
て
そ
の
勢
力
の

消
長
は
B
本
の
対
鮮
政
策
の
強
弱
に
左
右
さ
れ
、
し
か
も
か
れ
ら
の
権
力
闘
争

に
お
い
て
封
建
官
僚
的
な
派
閥
争
い
の
意
識
と
そ
の
手
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

て
い
る
の
で
・
あ
る
．
、
な
お
、
日
本
は
清
国
と
の
対
立
囲
勢
力
闘
争
の
過
程
に
お
い

窯：T

閥

て
、
常
に
朝
鮮
の
「
独
立
」
と
「
内
政
醜
草
」
を
主
張
し
た
．
ゴ
「
独
立
」
と
い

う
こ
と
は
清
国
か
ら
の
一
．
分
離
」
と
遜
ず
る
も
の
で
お
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
親
清
濁
事
大
勢
力
の
弱
化
を
は
か
り
、
日
本
的
な
「
内
政
改
草
」
に
よ
る

改
良
的
な
手
法
で
親
日
約
政
権
を
樹
立
し
、
自
己
の
主
導
権
を
確
立
し
よ
》
つ
と

し
た
政
治
的
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
「
独
立
」
プ
ラ
ス
「
内
政
改
革
」

を
対
鮮
の
主
導
権
．
王
立
と
等
溶
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
李
王
朝
は
日
・
港
両
国
の
せ
り
合
い
の
中
か
ら
、
む
じ
ろ
ツ
ア
1
・
ロ
シ
ア

と
い
5
第
三
国
に
対
す
る
依
存
閣
係
に
よ
っ
て
脱
け
出
よ
う
と
は
か
り
、
国
王

は
金
鍍
元
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
派
し
て
、
爾
後
韓
兵
の
指
導
を
p
シ
ア
に

一
任
す
る
を
鵡
っ
て
、
若
し
朝
鮮
に
お
い
て
日
清
両
国
の
衝
突
あ
る
と
き
は
必

ず
保
護
あ
ら
ん
こ
乏
を
求
め
轟
露
密
約
事
件
（
明
治
一
八
一
八
八
五
）
を
は
じ
め
、
・
シ
ア

の
短
、
鮮
進
鐵
は
手
ご
わ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
巨
文
島
（
℃
o
二
二
p
ヨ
葺
。
昌
）

を
占
領
し
た
（
一
八
八
五
一
七
）
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
立
開
係
を
清
国
が
調
整
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
爾
下
を
阻
止
し
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
清
国
は
、
壬
午

軍
乱
を
機
に
「
鎖
国
論
」
的
守
旧
勢
力
を
緋
除
し
、
甲
申
政
変
に
お
い
て
親
日

勢
力
を
打
倒
し
、
獄
シ
ァ
の
南
下
策
を
牽
制
し
て
、
事
大
的
な
閥
氏
政
権
に
対

す
る
優
越
権
を
確
立
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
日
清
戦
争
に
い
た
る
ま
で
、
朝
鮮
の
対
外
関
係
は
相
対
的
に
安
定

し
た
様
相
を
呈
し
た
が
、
一
八
八
九
年
（
明
二
二
）
十
一
月
の
威
鏡
熱
、
黄
海

道
に
お
け
る
防
穀
令
薯
件
は
大
き
な
政
治
問
題
と
化
し
た
．
、
当
時
三
面
地
方

（　365　）



（
南
部
朝
鮮
）
の
大
旱
害
に
対
処
し
て
豆
・
米
の
西
出
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
が
、

朝
鮮
の
主
な
輸
出
晶
で
あ
る
米
・
豆
の
取
引
は
日
本
の
米
墨
商
入
が
独
占
的
に

行
っ
て
い
た
関
係
か
ら
そ
の
打
撃
は
大
き
く
、
翌
年
四
年
に
壼
り
一
段
落
は
つ

い
た
も
の
の
、
賠
償
の
問
題
は
一
八
九
三
年
一
月
に
至
っ
て
よ
引
や
く
解
決
さ

れ
た
。

　
賠
償
総
額
　
金
拾
毫
万
円

　　

燒
�
l
道
金
　
九
万
円
｛
誘
㎜
霧
搬

　
　
　
　
　
黄
海
道
分
　
　
　
一
万
八
エ
ー
田
N
（
山
ハ
ヶ
＃
†
師
賦
）

　
　
　
　
　
京
城
商
入
分
　
　
・
二
千
円
（
六
ケ
年
賦
）

　
賠
償
問
題
解
決
の
た
め
、
臼
本
政
府
が
三
ケ
年
の
長
年
月
と
十
一
万
二
千
円

の
巨
費
を
費
し
た
こ
と
を
み
る
と
き
、
こ
の
問
題
の
政
治
的
帰
結
を
い
か
に
重

視
し
た
か
が
倒
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
嗣
時
に
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
権

威
の
失
墜
’
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
こ
の
事
件
の
解
決
は
、
当
時
の
総

理
大
臣
便
藤
博
文
が
、
李
鴻
章
の
仲
裁
を
依
頼
し
て
結
末
を
つ
け
た
と
い
う
説

も
あ
る
。

　
臼
本
の
政
治
的
敗
退
の
時
期
に
お
い
て
、
我
々
が
注
目
し
て
よ
い
の
は
、
朝

鮮
に
お
け
る
日
清
両
勢
力
の
対
立
を
通
じ
て
日
本
の
軍
拡
が
促
進
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
陸
軍
拡
張
欝
画
が
一
入
八
二
年
（
明
一
五
）
に
定
め
ら
れ

て
一
入
八
五
年
（
明
一
八
）
か
ら
着
手
さ
れ
て
お
り
、
海
軍
拡
張
計
画
も
一
八

八
三
年
（
明
一
六
）
か
ら
着
手
さ
れ
、
臼
満
戦
争
前
に
は
軍
艦
三
十
一
隻
、
水

　
　
　
　
　
㌶
　
清
　
戦
　
争
（
姜
）

雷
艇
二
十
四
隻
、
軍
艦
代
用
船
四
隻
の
海
軍
力
を
も
つ
て
い
た
．
、

　
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
天
津
条
約
に
よ
っ
て
武
力
衝
突
の
危
険
性
は
減
少
し

て
お
り
、
戦
争
発
生
の
誘
因
は
、
む
し
ろ
対
外
的
な
条
件
を
も
加
え
て
、
．
よ
り

一
層
潔
め
ら
れ
た
対
内
的
な
支
配
体
制
の
危
機
と
、
無
能
な
封
建
窟
僚
の
外
力

依
存
的
買
弁
主
義
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三

　
李
朝
社
会
は
、
一
躍
世
界
資
本
主
義
の
最
も
弱
い
一
環
と
し
て
編
入
さ
れ
て

か
ら
、
政
治
的
。
経
済
的
負
担
は
一
層
加
重
し
た
。
軍
備
の
新
式
改
装
、
外
交

関
係
費
の
増
大
、
賠
償
金
の
増
大
（
専
ら
日
本
に
対
す
る
も
の
）
、
　
外
国
人
の

内
招
品
等
、
従
前
に
な
か
っ
た
塾
し
い
財
政
負
担
が
膨
脹
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

国
庫
は
ま
す
ま
す
枯
渇
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
中
央
官
僚
鮮
内
部
に
お
け
る
烈

し
い
派
閥
闘
争
、
対
外
問
題
の
複
雑
化
は
、
中
央
統
制
機
能
の
麻
痺
を
招
き
、

下
に
の
び
る
組
税
収
薄
体
系
に
対
す
る
求
心
的
な
引
力
の
弛
緩
に
よ
っ
て
地
方

官
吏
お
よ
び
転
運
司
の
申
聞
横
領
を
無
制
限
に
可
能
な
ら
し
め
た
。
そ
の
結
…
果

多
大
な
内
外
債
を
生
ぜ
し
め
、
臼
・
満
両
国
に
対
す
る
経
済
的
従
属
度
を
強
め

た
。
朝
鮮
財
政
に
関
す
る
井
上
公
使
の
具
申
に
よ
れ
ば
一
八
九
四
年
目
明
二
七
）

現
在
で
、
朝
鮮
内
外
負
債
は
、
百
六
十
五
万
入
千
円
に
の
ぼ
り
、
そ
の
5
ぢ
外

圃
闘
債
ニ
ル
剰
」
木
墨
田
同
仲
か
山
ハ
ふ
一
八
｝
刀
八
千
田
U
（
清
田
閣
政
府
お
・
よ
び
古
間
組
㎜
開
係
五
十
一
力

六
千
円
）
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
反
し
て
収
入
源
と
し
て
の
租
税
地
の
面

五
五
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艮
　
清
戦
争
（
嬰
）

積
は
往
時
の
コ
百
四
十
万
結
か
ら
六
十
万
結
に
減
じ
て
い
た
。
国
庫
の
格
渇
に

，
伽
え
て
、
外
国
商
品
の
流
入
は
、
中
央
官
僚
の
一
般
的
な
生
活
の
不
安
定
と
、
官

位
に
よ
る
生
活
水
準
の
隔
差
を
深
め
て
反
目
を
か
も
し
鐵
す
と
同
時
に
（
閥
泳

駿
と
閾
泳
換
の
対
立
は
一
好
例
な
り
）
、
　
縛
に
失
職
官
僚
の
現
職
獲
得
闘
争
を

灘
化
せ
し
め
た
が
、
地
方
官
お
よ
び
吏
習
は
、
中
央
統
制
の
弛
緩
を
奇
貨
と
し
て

管
下
人
民
に
対
す
る
無
呼
野
の
収
骨
に
よ
っ
て
肥
大
し
た
。
つ
ま
り
申
央
集
権

的
収
轟
体
系
の
申
に
中
聞
肥
大
症
を
起
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に

失
職
両
班
群
に
、
地
方
官
を
あ
さ
る
競
争
を
お
こ
し
、
官
職
は
貨
幣
化
し
て
売
買

さ
れ
、
王
室
財
源
の
一
助
と
な
っ
た
。
そ
の
相
場
は
「
明
治
や
九
年
頃
ノ
調
べ

轟
拠
ル
ニ
八
道
ノ
輔
観
｛
祭
使
八
二
万
両
ヨ
リ
五
万
両
、
官
吏
は
二
二
二
千
両
ヨ
リ

四
・
五
千
両
、
機
鋒
下
郡
字
、
県
令
ハ
千
両
ヨ
リ
ニ
千
両
程
ト
聞
ケ
リ
」
　
（
杉

村
灘
、
対
韓
意
見
書
）
と
あ
る
。
し
か
も
地
方
官
の
任
期
は
三
年
で
、
彼
ら
ゆ
、
邸

逓
常
ヤ
ニ
ー
三
年
目
に
現
職
に
つ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
任
期
聞
に
お
い
て
「
先

二
仕
払
イ
タ
ル
納
金
ヲ
収
獲
シ
、
其
ノ
上
一
廉
ノ
財
産
ヲ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル

が
故
一
こ
人
民
に
対
す
る
面
心
豊
津
は
推
し
て
測
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
官
職
の
売

買
は
「
金
主
」
の
高
利
貸
的
商
業
資
本
と
結
び
付
き
、
従
っ
て
地
方
官
の
収
輩

現
物
（
米
・
夢
死
）
も
高
利
貸
的
商
業
資
本
（
外
国
商
人
資
本
と
の
連
関
が

あ
る
）
を
媒
介
と
し
て
貨
幣
化
し
た
。
つ
ま
り
素
膚
高
利
貸
玄
た
は
外
国
商
人

資
本
は
、
人
民
に
対
し
て
直
接
的
な
高
利
ま
た
は
商
業
利
潤
の
収
螺
を
行
う
の

み
な
ら
ず
、
封
建
属
僚
機
構
を
通
じ
て
人
民
収
輩
の
一
体
系
を
つ
く
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
な
お
、
中
央
で
失
職
し
、
あ
る
い
は
政
争
を
回
避
し
て
落
坐
す
る
と
こ
ろ
の
、

累
増
す
る
両
班
達
⑪
生
活
は
、
直
接
そ
の
村
落
罠
の
負
担
と
な
っ
て
、
人
民
層
、

特
に
農
民
に
対
し
て
一
一
重
・
三
重
の
圧
力
を
加
え
、
生
産
力
は
ま
す
ま
す
衰
退

し
、
生
活
は
死
線
上
に
浮
沈
す
る
よ
5
に
な
っ
た
。

　
こ
の
申
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
は
、
農
民
を
中
心
と
し
た
下
積
み
の
人
民
達
の

絶
望
的
な
反
抗
し
か
な
い
。
一
入
八
○
年
（
明
一
三
）
か
ら
日
清
戦
争
の
一
八

九
四
年
（
明
二
七
）
の
十
ニ
ケ
年
聞
に
お
き
た
罠
乱
だ
け
で
も
こ
七
件
に
達
し

た
こ
と
は
充
分
に
こ
の
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の

民
乱
が
分
散
的
な
一
揆
的
反
嬢
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
甲
午
年
（
一
八
九
四
）
の
東
学
農
民
戦
争
は
、
農
民
反
乱

を
「
畏
族
的
」
「
平
民
的
」
東
学
思
想
に
よ
っ
て
統
一
し
、
「
歯
黒
洋
」
「
輔
国

安
民
」
の
ス
群
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
中
央
権
力
に
対
す
る
下
か
ら
の
実
力
的
対

決
を
迫
っ
た
．
、
こ
の
農
民
闘
争
は
、
侵
略
的
な
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
反
植

民
地
的
な
、
腐
敗
し
た
無
能
な
戦
国
事
大
党
政
権
に
対
す
る
反
…
関
闘
争
で
あ
っ

た
。
主
体
的
に
は
排
外
的
で
あ
り
、
反
閥
的
で
あ
る
こ
の
性
格
は
、
．
一
八
へ
三

年
に
満
國
の
抑
留
か
ら
解
放
さ
れ
て
帰
国
し
た
大
藍
蝋
と
の
提
携
を
可
能
に
し

た
。
優
秀
な
軍
陥
家
で
あ
り
指
…
導
者
で
あ
っ
た
イ
ン
テ
リ
的
貧
農
∵
全
珠
準
は
、

自
ら
指
揮
し
た
一
八
九
四
年
二
月
十
五
臼
の
乳
頭
罠
乱
以
来
、
三
南
地
方
一
帯

に
蜂
起
す
る
農
民
を
組
織
し
指
導
し
て
、
通
文
、
偶
儀
文
藝
剛
を
朝
し
て
統
一
的

な
闘
争
掻
標
を
明
確
に
示
し
、
王
の
編
音
、
地
方
官
僚
の
あ
ら
ゆ
る
妥
協
と
懐
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柔
を
排
除
し
て
農
民
戦
線
を
強
化
し
た
．
．
五
月
十
一
臼
に
は
古
里
郡
県
土
睨
の

戦
い
に
お
い
て
、
五
月
二
七
日
に
は
長
城
の
激
戦
に
お
い
て
精
鋭
な
官
僚
軍
を

撃
ち
破
っ
た
。

　
長
城
灘
戦
当
時
、
官
僚
軍
の
主
力
は
霊
光
を
拠
点
と
し
て
、
壮
営
兵
七
六
二

名
、
総
制
営
丘
ハ
四
五
〇
名
の
軍
勢
が
野
砲
二
門
、
ガ
ッ
ト
リ
ン
グ
旧
式
機
関
砲

コ
門
、
山
砲
二
門
の
ほ
か
モ
ー
ゼ
ル
式
小
銃
で
武
装
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
溶
し
た
農
民
軍
は
、
五
月
コ
五
日
の
務
安
所
報
に
よ
れ
ば
「
…
…

東
徒
七
八
千
名
、
結
露
半
歩
、
被
甲
胃
、
各
執
長
槍
大
刀
…
…
」
と
あ
り
、
極

め
て
原
始
的
な
武
器
に
よ
っ
て
武
装
さ
れ
な
が
ら
、
　
「
建
旗
放
砲
」
の
気
勢
を

あ
げ
た
。
湖
爾
一
帯
を
解
放
し
た
農
民
軍
は
武
器
庫
を
破
っ
て
武
装
を
強
化
し
、

穀
倉
を
開
放
し
て
貧
民
に
草
叢
を
分
配
し
、
一
部
は
自
己
の
軍
糧
と
し
た
。
解

放
地
麗
で
は
心
綱
所
を
設
置
し
て
悪
質
な
地
方
官
吏
お
よ
び
豪
族
を
瀦
清
し
、

革
命
的
な
農
事
に
よ
る
自
治
制
を
確
立
し
た
。

　
官
僚
軍
は
、
農
民
軍
の
流
動
作
戦
に
傍
受
さ
れ
て
、
全
く
疲
労
圃
殖
し
、
内

部
に
お
い
て
の
農
罠
軍
と
相
通
す
る
も
の
、
京
兵
と
鋭
兵
と
の
閥
の
幣
制
蔓
立

（
土
兵
は
常
に
前
線
に
立
た
さ
れ
多
く
死
傷
し
た
）
、
地
方
富
内
部
の
不
平
（
閥

灰
政
権
は
、
各
地
逃
亡
の
地
方
宮
を
厳
罰
す
る
と
命
じ
な
が
ら
、
霊
光
郡
司
は

同
じ
閾
氏
で
あ
る
関
係
か
ら
副
承
旨
に
栄
転
せ
し
め
た
）
の
助
長
に
よ
っ
て
白
一

己
の
力
は
弱
化
さ
れ
た
、
．
い
か
に
宮
僚
軍
が
苦
戦
し
た
か
は
、
両
々
招
討
使
洪

啓
薫
が
中
央
政
府
に
外
国
軍
の
出
兵
を
請
願
し
た
文
中
に
「
…
…
東
逐
西
走
、

　
　
　
　
　
薄
　
清
戦
　
争
（
姜
）

万
無
鋼
滅
之
道
、
臣
無
罪
大
骨
、
復
置
型
摂
、
霞
縛
待
罪
、
以
順
王
法
、
然
而

見
今
冬
勢
、
我
少
彼
多
、
西
翠
分
兵
推
撃
、
伏
乞
仮
借
外
兵
以
助
之
…
…
し
と

あ
る
の
で
も
明
か
で
み
る
。
長
城
戦
に
お
い
て
嘗
僚
軍
を
破
っ
た
農
民
軍
は
、

　一

唐
ﾉ
北
上
し
て
五
月
三
十
一
日
に
は
全
州
城
に
追
り
、
湖
南
に
お
け
る
封
建

的
支
配
権
力
の
根
城
を
解
放
し
て
し
ま
っ
た
。
全
州
陥
落
に
狼
敗
し
た
…
騒
動
一

派
は
、
い
よ
い
よ
近
世
凱
を
通
じ
て
清
国
出
兵
を
依
頼
し
た
。
外
国
軍
の
出
兵

に
よ
っ
て
重
大
事
態
の
発
生
を
予
想
し
た
農
民
軍
は
、
叢
論
軍
側
洪
益
薫
の
講

和
提
唱
に
応
じ
、
二
七
国
弊
数
十
条
を
示
し
て
そ
の
是
正
を
約
束
せ
し
め
た
．
，

洪
は
「
我
等
が
皆
一
様
に
聖
上
の
赤
子
で
あ
り
、
　
一
碧
之
内
に
て
干
父
を
交
ふ

る
の
は
、
骨
肉
相
殺
と
た
が
5
と
こ
ろ
な
い
た
め
に
、
又
、
東
麓
の
所
諾
し
た

る
所
諸
条
目
が
我
が
意
に
合
致
せ
る
に
付
き
、
吾
、
墾
上
様
に
直
奏
し
て
実
施

す
る
よ
5
取
計
5
で
あ
ろ
う
」
（
天
道
数
創
建
量
器
〇
頁
）
と
誓
っ
た
。

　
全
珠
準
以
下
農
民
軍
は
、
六
月
十
一
月
か
ら
平
和
裡
に
金
…
思
置
を
引
揚
げ
た

の
で
あ
る
が
、
決
し
て
武
装
解
除
し
た
の
で
は
な
く
、
農
畏
軍
の
組
織
を
そ
の

ま
ま
入
塾
の
中
に
持
込
み
、
あ
ら
ゆ
る
纂
態
に
即
応
し
う
る
よ
う
な
体
制
を
堅

持
し
、
剛
球
準
は
そ
の
組
織
の
た
め
に
｛
果
奔
酋
走
し
た
。
農
民
軍
は
祖
国
を
羊

櫃
民
地
化
す
る
外
国
勢
力
に
対
し
て
「
黒
垂
洋
」
を
か
か
げ
な
が
ら
、
そ
の
衝

立
て
と
し
て
の
閥
氏
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と
に
よ
る
「
輔
田
安
民
」
の
道
が
そ

れ
に
直
結
す
る
と
い
う
戦
略
規
定
に
お
い
て
正
し
い
の
み
で
な
く
、
外
国
軍
の

掲
兵
に
態
処
し
て
、
よ
り
重
大
な
る
事
態
の
発
生
を
憂
慮
し
て
か
れ
ら
の
密
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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臼
　
清
　
戦
　
争
（
姜
）

の
嬉
笑
と
す
る
叛
乱
を
、
し
か
も
勝
利
的
な
嬉
和
条
約
を
も
つ
て
自
律
的
に
修

め
て
一
歩
後
退
す
る
戦
術
を
心
得
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
全
く
そ
の
政
治

憲
識
の
高
さ
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
．
、

四

　
東
掌
農
民
戦
争
に
よ
っ
て
、
閾
氏
事
大
党
政
権
は
決
定
的
な
対
内
的
危
機
に

直
て
し
崩
壊
の
寸
前
に
あ
っ
た
。
前
述
し
た
洪
老
熟
の
軍
兵
援
助
請
願
と
、
そ

れ
に
も
増
し
て
自
己
の
支
配
命
綱
の
危
機
に
鑑
み
、
縞
織
庁
堂
上
兵
曹
判
書
閾

訟
駿
は
世
世
凱
と
密
議
し
、
反
響
命
武
装
力
を
清
国
か
ら
導
入
し
て
農
民
軍
を

弾
圧
し
、
対
内
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
田
・
清
聞
の
天
津
条
約

に
よ
っ
て
一
層
対
外
危
機
を
深
め
る
所
以
で
あ
る
。
清
国
の
李
王
朝
に
対
す
る

宗
主
権
の
武
力
的
行
使
は
、
天
津
条
約
に
よ
っ
て
完
全
に
制
限
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。

　
従
っ
て
清
国
出
丘
ハ
請
願
論
は
、
李
王
朝
の
重
臣
の
聞
に
反
対
を
ま
き
お
こ
し
、

「
二
酉
」
を
「
皆
兵
を
以
て
剃
聾
す
べ
し
」
乏
の
慧
見
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
特

に
臼
本
の
意
見
打
診
の
た
め
に
留
保
さ
れ
て
い
た
。
山
ハ
月
一
日
の
全
州
落
城
の

報
に
接
す
る
や
、
六
月
三
層
に
は
反
対
意
見
を
押
し
き
っ
て
震
世
凱
を
通
じ
て

清
国
の
出
兵
を
請
願
し
た
。
六
月
六
日
か
ら
葉
志
超
、
薪
士
成
の
率
い
る
三
営

の
満
丘
ハ
が
、
牙
山
　
か
ら
公
州
に
兵
線
を
は
っ
て
畏
民
軍
の
北
上
を
阻
止
す
る
任

務
を
帯
び
て
牙
山
湾
か
ら
上
陸
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
清
国
の
出
丘
ハ
は
、
日
本
論
叢
［
兵
の
理
由
と
な
っ
て
六
月
九
日
に
大
鳥
公
使
は
、

混
成
旅
団
を
率
い
て
仁
川
・
京
城
を
欄
圧
し
た
。
独
立
党
の
中
心
人
物
・
金
玉

均
は
、
す
で
に
関
氏
の
剃
客
洪
鐘
宇
に
よ
っ
て
清
の
上
海
で
暗
殺
さ
れ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
国
内
の
在
野
独
立
党
勢
力
は
日
本
箪
を
迎
え
て
薪
し
い
閨
氏
政
権

の
打
例
工
作
を
開
始
し
た
。

　
日
・
清
共
同
委
員
会
に
よ
る
「
内
政
改
革
」
の
日
本
側
の
規
案
が
、
六
月
二

十
一
田
に
清
国
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
内
乱
の
鎮
定
に
よ
っ
て
両
軍
の
撤
兵
を

主
張
し
、
改
箪
を
朝
鮮
政
府
に
一
任
さ
す
べ
き
で
あ
る
と
の
清
国
の
主
張
に
対

し
て
翼
本
は
単
独
改
革
を
決
心
し
た
。
戦
争
の
危
機
は
決
定
的
な
段
階
に
立
ち

至
っ
た
。

　
こ
の
申
で
、
大
鳥
公
使
の
圧
力
に
よ
る
朝
・
顕
両
代
表
の
老
人
亭
会
談
（
七
、
一

五
）
は
、
単
独
改
草
の
一
歩
前
進
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
李
朝
側
の
日
本
軍
撤
兵

に
関
す
る
強
硬
な
主
張
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
側
の
意
思
に
屈
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
清
国
な
ら
び
に
京
城
駐
在
の
列
国
に
露
大
な
羅
紋
を
投
げ
つ
け
た
。

七
月
十
六
・
七
日
に
は
米
国
公
使
館
で
列
國
使
臣
会
議
が
開
か
れ
、
日
・
清
韻
兵

に
関
す
る
討
議
を
行
っ
た
が
、
英
・
露
の
対
立
関
係
か
ら
統
一
戦
線
を
は
る
こ
と

が
で
き
ず
、
日
本
側
の
挑
戦
的
な
態
度
は
列
国
の
制
約
か
ら
自
由
に
な
っ
た
。

　
老
入
亭
会
談
以
来
、
親
清
的
な
…
閥
氏
倣
権
打
倒
の
企
樋
は
具
体
的
に
進
み
、

日
本
軍
を
背
後
勢
力
と
し
て
反
戦
・
反
閾
の
「
改
革
」
勢
力
が
結
集
し
た
。
し

か
し
「
改
箪
」
勢
力
は
、
必
ず
し
も
「
親
臼
」
の
線
に
お
い
て
統
詣
さ
れ
た
も
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の
で
は
な
く
、
朴
泳
孝
を
中
心
と
し
た
親
日
独
立
党
派
、
李
王
朝
の
主
体
強
化

派
の
大
島
鱈
グ
ル
ー
プ
、
無
所
属
派
の
三
つ
の
異
質
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
5
な
矛
層
は
後
に
お
け
る
大
院
慰
対
象
立
党
の
軋
礫
の
可
能
性
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
八
月
一
日
の
宜
戦
布
告
に
よ
っ
て
日
・
清
両
國
は
正
式
に
戦
争
状
態
に
入
っ

た
の
で
あ
る
が
、
九
月
工
十
六
臼
の
平
壌
大
会
戦
に
お
い
て
清
軍
の
主
力
を
北

方
に
駆
逐
し
た
日
本
軍
は
、
官
僚
軍
と
共
に
南
方
の
農
畏
軍
に
対
抗
し
て
全
州

に
進
卜
し
て
兵
線
を
張
っ
た
。
浪
士
軍
の
侵
略
に
藪
起
し
た
農
民
軍
は
再
挙
し

て
北
上
し
、
京
城
を
衝
い
て
腐
敗
し
た
支
配
権
力
を
打
倒
し
、
外
田
軍
を
国
外

に
放
遂
し
ょ
う
と
す
る
大
動
員
を
開
始
し
た
。
農
民
軍
は
全
羅
道
各
地
か
ら
全

蘇
準
指
揮
の
下
に
十
万
、
忠
満
道
各
地
か
ら
孫
乗
煕
指
揮
の
下
に
十
万
が
論
出

に
集
結
し
、
冒
本
軍
・
官
僚
軍
の
反
革
命
的
連
合
軍
に
武
力
的
対
決
を
塗
干
し

た
。
し
か
し
、
十
月
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
公
州
城
の
攻
防
戦
に
お
い
て
薪
鋭

的
な
日
本
軍
に
よ
っ
て
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
の
べ
て
き
た
よ
5
に
、
日
・
清
両
国
は
封
建
官
僚
群
内
部
の
対
抗
勢
力

を
支
柱
と
し
て
対
鮮
侵
略
を
企
図
し
た
最
も
強
力
な
勢
力
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

こ
の
腐
敗
し
た
支
配
者
グ
ル
ー
プ
の
側
に
立
っ
て
、
下
か
ら
の
最
も
愛
国
的
な

箪
・
命
力
量
を
弾
圧
し
た
反
下
命
勢
力
で
も
あ
っ
た
。

　
侵
略
と
反
革
命
の
外
国
勢
力
を
対
内
的
に
媒
介
し
た
分
子
が
封
建
的
な
支
配

窟
僚
群
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
明
確
に
し
て
お
き
た
い
．
．

　
　
　
　
　
舞
灘
戦
争
（
姜
）

　
こ
こ
で
問
題
を
な
げ
か
け
る
の
は
、
外
囮
資
本
主
義
の
侵
略
に
反
対
し
、

「
輔
国
安
民
」
の
独
立
と
解
放
の
農
民
戦
争
が
、
近
代
敦
箪
の
開
化
勢
力
と
結

び
つ
か
ず
「
後
頚
論
」
的
な
保
守
者
・
大
院
君
と
結
び
付
い
た
こ
と
は
、
李
朝

末
期
に
お
け
る
社
会
構
造
へ
の
潔
い
掘
り
下
げ
に
よ
っ
て
一
層
研
究
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
．

五

　
以
上
は
し
が
き
に
示
し
た
コ
ー
ス
に
お
い
て
大
ざ
っ
ぱ
な
筋
だ
け
を
通
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。
対
臼
・
清
貿
易
関
係
・
郵
便
逓
信
事
業
を
め
ぐ
る
日
・
清
の

利
権
争
い
等
を
ど
う
し
て
も
省
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
今
以
て
心
残
り

が
す
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
か
ら
の
主
体
的
な
立
場
で
日
清
戦
争
を
み
る
場
合
、

日
本
一
李
朝
朝
鮮
一
清
国
と
の
横
断
的
な
通
商
関
係
、
政
治
外
交
関
係
だ
け
で

は
、
そ
の
本
質
を
究
指
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
の
上

部
関
係
に
影
響
さ
れ
た
下
部
構
造
に
ま
で
縦
断
的
に
掘
り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
こ
と
だ
け
は
主
張
し
た
い
。

　
特
に
、
先
進
資
本
主
義
の
触
手
が
の
び
た
申
で
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
変
草
葺

の
問
題
と
し
て
太
平
天
国
の
乱
等
と
共
に
、
東
学
農
民
戦
争
も
大
き
く
と
り
あ

げ
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
5
こ
と
を
痛
感
し
な
が
ら
、
　
一
日
屯
早
く

こ
の
問
題
に
間
す
る
澹
濃
な
研
究
と
討
論
が
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斐
　
在
彦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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批
判
と
反
省

≡
…
＝
璽
一
董
…
≡
㎜
≡
垂
垂
　
前
川
　
先
日
の
発
表
で
は
討
論
の
惨
害
が
な
か
っ
た

批
判
と
反
省
の
で
・
杳
あ
ら
た
め
て
討
論
会
を
開
き
た
い
と
思

＝［…

ﾟ
…
＝
＝
…
≡
ヨ
［
…
一
【
三
【
≡
≡
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
日

清
戦
争
を
絶
対
主
義
戦
争
と
…
規
髭
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
聞
題
か
ら
，

石
川
　
西
村
氏
に
飼
い
た
い
。
当
「
時
国
内
市
場
は
い
き
詰
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
う
少
し
県
至
嘱
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
叉
日
清
戦
争
を
絶
対
主
義
戦
争
で
あ
る
と
塔
れ
る
が
、
霞
本
の
よ
う

な
後
進
国
で
は
、
産
業
資
本
の
段
階
に
至
ら
ず
、
商
業
資
本
の
段
階
で
す

で
に
絶
対
主
義
に
突
入
す
る
の
だ
と
い
5
見
解
t
服
部
氏
が
そ
弓
い
っ

て
い
た
と
田
勘
う
が
～
に
対
し
て
ど
5
思
わ
れ
る
か
．
、
叉
政
府
、
軍
部
の

勢
力
の
中
に
財
閥
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
絹
互
の
関
係
は

ど
5
で
あ
っ
た
か
、
財
閥
と
産
業
資
本
と
を
区
利
し
た
理
由
は
何
か
。

西
村
　
第
一
の
国
内
市
場
の
問
題
で
あ
る
が
、
或
程
度
の
ゆ
き
づ
ま
り
は

み
と
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
直
ち
に
日
清
戦
争
と
結
び
つ
け
る
事
は

早
計
で
あ
ろ
う
．
、
綿
糸
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
も
行
わ
れ
た
が
、
価
格
を
下
げ
て

輸
患
し
た
の
ぽ
一
年
間
だ
け
で
あ
り
、
株
価
も
一
時
下
っ
た
が
、
す
ぐ
恢

復
し
た
。
従
っ
て
国
内
市
場
の
ゆ
き
づ
ま
り
は
日
清
戦
争
の
・
理
・
田
と
し
て

さ
し
た
る
比
重
は
将
た
な
い
と
思
う
．
纂
二
の
聞
題
、
紡
績
業
以
外
を
充

分
分
析
し
て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
、
第
三
の
財
閥
問
題
、
こ
れ
を

政
府
軍
部
の
側
に
置
い
た
の
は
、
財
閥
を
除
い
た
群
小
資
本
は
蜀
時
未
だ

六
Q

政
治
的
な
力
を
持
た
ず
、
財
閥
の
み
が
政
府
、
軍
部
と
結
び
つ
い
て
政
治

的
雨
雪
力
を
も
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
又
財
閥
を
産
業
資
本
、
商
業
資

本
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
若
し
そ
う
考
え
る
な
ら
、

産
業
資
本
、
商
業
資
本
も
戦
争
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
が
、
そ
う
は
考
え
ら
れ
な
い
。
財
閥
が
産
業
資
本
に
結
び
つ
く

の
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
態
を
と
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
ま
だ
当
時
は

そ
こ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。
財
閥
も
多
く
の
事
業
は
や
っ
て
い
た
が
、
そ

の
産
業
支
配
力
は
弱
か
っ
た
．
、
産
業
界
で
は
財
閥
と
産
業
資
本
は
従
属
の

関
係
で
は
な
く
並
凋
の
関
係
に
あ
っ
た
。
た
穿
三
井
、
…
一
堂
は
貿
易
の
部

門
に
お
い
て
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
朝
鮮

市
場
に
関
す
る
限
り
間
題
に
な
ら
な
い
。
当
時
鰯
鮮
貿
易
の
実
権
は
大
阪

の
商
人
が
持
っ
て
い
た
、
二
二
井
、
三
菱
は
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
市
場
を
網
手
と
し
て
い
た
．
、

融
踊
　
西
村
氏
は
国
内
市
場
の
ゆ
き
つ
玄
り
か
ら
で
は
な
い
と
い
わ
れ

る
．
、
梅
渓
氏
も
対
外
的
事
情
を
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
う
少
し
一

岩
井
　
外
国
と
の
対
抗
と
い
う
こ
と
は
現
象
的
に
は
あ
る
が
、
し
か
し
対
．

外
的
稔
機
感
と
い
う
も
の
は
囲
内
的
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
西
村
氏
が
軍
部
、
政
府
、
財
閥
を
一
つ
と
し
た
こ
と
は
賛
成
す
る

か
・
こ
れ
ら
霞
内
的
磯
を
儲
る
た
め
に
・
対
論
磯
を
疑
し

11’．’．IL
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た
の
で
は
な
い
か
。
田
　
保
橋
氏
の
説
な
ど
を
見
て
も
、
国
内
的
な
政
治
的

危
機
を
対
外
的
な
も
の
に
す
り
か
え
て
ゆ
く
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
国
内

政
治
情
勢
を
転
化
し
た
と
い
5
意
味
で
、
絶
対
主
嚢
戦
争
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
玄
洋
社
な
ど
の
背
景
が
九
州
の
炭
鉱
主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な

ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
も
5
少
し
大
き
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
国
内
的

事
情
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

前
川
　
只
今
の
御
意
見
に
対
し
て
梅
渓
謡
い
か
が
で
す
か
。

梅
漢
　
対
外
的
な
危
機
感
を
国
内
情
勢
と
関
連
さ
せ
る
場
合
、
服
部
氏
は

政
府
の
民
党
の
圧
追
は
政
府
自
体
の
危
機
の
自
認
で
あ
る
と
し
で
い
る

が
、
こ
》
つ
し
た
危
機
は
、
民
党
勢
力
の
撞
頭
以
前
に
明
治
官
僚
が
い
だ
い

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
目
本
の
近
代
国
家
の
成
立
自
体
が
危
機
感
を
媒

介
と
し
て
成
立
し
た
の
で
ば
な
い
か
。

岩
井
対
外
的
危
機
感
は
た
し
か
に
幕
末
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が

日
清
戦
争
に
ま
で
至
っ
た
の
に
は
更
に
別
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
当
時
の
外
交
の
事
情
な
ど
を
み
る
と
、
外
交
的
に
は
充
分
解
決
を
つ

け
ら
れ
た
の
に
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
新
糸
へ
も
っ
て
行
っ
た
。
つ
ま
り
意

識
的
に
戦
争
を
つ
く
り
上
げ
た
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る
。
対
外
的
危
機
感

が
意
識
的
に
醸
成
さ
れ
た
と
さ
れ
な
い
限
り
、
開
戦
に
至
る
外
交
的
下
心

は
理
解
墨
来
な
い
。
対
外
的
危
機
は
欧
州
列
強
と
の
聞
に
む
し
ろ
強
か
つ

　
　
　
批
判
と
反
省

た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
朝
鮮
と
こ
と
を
お
こ
し
た
の
は
、
自
ら
お
こ
し
た
対

外
的
危
機
で
あ
る
証
拠
で
は
な
い
か
。

梅
藻
　
明
治
政
府
の
対
外
意
識
は
、
融
資
か
ら
よ
ほ
ど
ロ
シ
ア
を
強
く
意

識
し
て
い
た
。
対
朝
鮮
策
も
そ
の
観
点
か
ら
生
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
要
港

場
の
選
定
な
ど
も
恒
シ
ァ
の
軍
港
に
な
ら
な
い
よ
う
に
先
手
を
打
っ
て
要

求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
憶
も
手
染
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
鼻
溝
戦

。
争
に
お
い
て
、
國
内
情
勢
が
重
要
で
そ
れ
が
対
外
的
な
も
の
へ
と
す
り
か

え
ら
れ
て
い
た
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。
議
会
の
羅
事
予
算
削
減
と
い
5

こ
と
も
藩
閥
政
府
打
倒
の
意
図
の
下
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

池
田
当
時
の
史
料
や
小
説
類
な
ど
を
み
る
と
、
そ
の
こ
ろ
の
人
々
は
、

幕
末
の
矛
霜
の
中
で
生
活
が
苦
し
く
、
そ
れ
が
新
政
府
の
下
で
楽
に
な
る

だ
ら
う
と
期
待
し
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
一
向
に
満
た
さ
れ
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
国
民
の
間
に
多
く
の
疑
聞
や
不
満
が
あ
っ
た
の
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
れ
は
い
つ
も
旧
い
関
係
に
よ
っ
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

抜
き
に
し
て
日
清
戦
争
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

梅
漢
　
入
民
が
明
治
政
府
に
期
待
し
た
こ
と
曽
か
充
分
に
実
現
出
来
な
か
っ

た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
箏
実
、
封
建
時
代
の
政
治
の
方
が
良
か
っ
た
と

い
弓
考
え
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
明
治
政
府
の
劃
一
政
策
に
対
す

る
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
争
遂
行
者
た
ち
は
そ
れ
ら
の
反
政
府
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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批
判
と
反
省

を
解
決
す
る
た
め
に
戦
争
に
ま
で
乗
り
出
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え

る
薯
は
無
理
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
国
内
情
勢
を
新
政
府
の
危
機
と
し

て
意
識
し
た
か
ど
5
か
は
疑
わ
し
い
。
一
揆
に
対
す
る
考
え
方
は
為
政
者

が
悪
い
の
で
、
そ
れ
は
当
然
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
新
政

府
の
危
機
と
考
え
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
は
施
政
面
か

ら
解
決
出
来
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ら
が
戦
争
へ
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト

で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。

池
田
　
し
か
し
農
厩
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
他
多
く
の
入
逮
が
、
た

と
え
ば
内
藤
湖
南
先
生
の
「
日
本
文
化
輿
研
究
」
を
読
ん
で
み
て
も
わ
か

る
こ
と
だ
が
明
治
藩
閥
政
府
に
対
し
て
不
満
や
反
骨
が
、
当
時
相
当
広
い

階
層
に
よ
っ
て
感
ぜ
ら
れ
て
い
た
事
は
た
し
か
で
あ
ろ
5
。
そ
れ
が
直
に

戦
争
へ
の
方
向
に
参
る
か
ど
う
か
に
は
問
題
も
あ
ろ
5
が
、
そ
う
い
っ
た

不
満
な
ど
は
、
明
治
新
政
府
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

し
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
正
し
く
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
5
し
た
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
明
浩
政
府
の
内
容
を
も
5
少

し
は
っ
き
り
つ
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

岩
井
蕪
閥
政
府
が
で
き
て
く
る
の
は
明
治
四
年
頃
か
ら
で
あ
る
と
思

t
う
〇

三
吉
　
国
内
の
政
治
的
危
機
は
、
私
の
感
じ
で
は
、
初
期
の
議
会
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

を
見
れ
ば
第
四
議
会
く
ら
い
ま
で
で
、
選
挙
干
渉
を
や
っ
て
か
ら
は
、
政

府
と
議
会
と
の
対
立
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
政
府
で
議
会
を
つ
っ
ぱ
な
す

行
き
方
が
多
か
っ
た
。
政
治
的
危
機
が
意
識
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
対
外
強

硬
論
の
処
置
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
ホ
コ
先
を
ど
こ
へ
向
け
る
か
が
政

府
上
層
部
の
考
え
の
中
心
で
は
な
い
か
。

岩
井
　
国
内
的
危
機
は
国
内
の
問
題
の
み
か
ら
出
て
お
る
の
で
は
な
い
こ

と
は
た
し
か
で
あ
る
。
国
外
的
な
問
題
が
国
内
的
危
機
を
お
こ
す
こ
と
は

日
々
の
精
勢
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。

池
田
　
対
外
強
硬
論
を
支
え
た
も
の
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
は
矢
張
り
大

き
な
日
本
人
自
身
の
、
日
本
自
身
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
だ
ろ

う
。姜

　
日
清
戦
争
の
対
立
は
甲
申
事
変
に
お
い
て
爆
発
し
た
が
、
そ
れ
以
後

日
清
の
対
立
は
朝
鮮
に
お
い
て
比
較
的
平
隠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
戦
争
に

み
ち
び
い
た
の
は
日
本
の
産
業
的
発
展
で
は
な
い
か
。
明
治
一
八
年
以
後

の
軍
備
の
進
展
状
況
は
ど
5
か
。

西
村
　
製
鉄
所
建
設
案
が
十
コ
年
毎
若
齢
圃
提
出
さ
れ
、
蟹
族
院
は
通
過

す
る
が
、
衆
議
院
で
否
決
さ
れ
た
。
政
府
の
軍
備
拡
張
の
意
図
は
蝋
ら
れ

る
。梅

渓
　
軍
部
内
部
に
も
川
上
の
主
戦
論
と
山
県
の
自
重
派
が
あ
っ
て
、
主

（　373　）
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戦
論
の
み
と
断
定
で
き
ぬ
。
対
外
強
硬
論
を
主
張
し
た
軍
部
内
で
も
統
一

が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
。

前
川
　
碁
盤
の
御
意
見
に
よ
る
と
朝
鮮
に
お
け
る
封
建
危
機
を
封
建
政
府

が
押
え
得
ぬ
た
め
外
国
勢
力
の
導
入
に
よ
っ
て
解
決
を
計
っ
た
と
い
う
ふ

5
に
い
わ
れ
た
の
で
す
が
。
ど
う
で
す
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
。

池
田
　
清
国
で
は
高
宮
の
中
に
主
和
論
も
あ
っ
た
の
に
、
ど
5
し
て
朝
甥

に
兵
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
又
農
民
運
動
の
圧
力
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
政
府
が
主
戦
、
主
和
の
決
完
を
す
る
場
合
、
ど
ん
な
考
え
か

ら
決
定
し
た
の
か
。
叉
日
本
で
は
あ
る
程
度
、
国
畏
戦
争
的
な
形
を
と
っ

た
が
、
中
国
で
は
そ
れ
程
で
は
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
以
上
三
つ
の
問

題
、
こ
れ
ら
は
こ
の
戦
争
を
規
定
す
る
た
め
に
も
重
要
な
観
点
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

北
村
　
洋
務
派
に
し
ろ
、
変
法
派
に
し
ろ
、
そ
の
源
は
太
平
天
国
の
乱
に

あ
る
。
そ
の
場
合
、
人
民
と
の
関
係
が
重
要
で
農
民
運
動
が
官
僚
、
地
主

層
に
与
え
た
影
響
は
か
な
り
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
二

本
の
場
合
、
自
由
民
権
運
動
が
強
く
、
中
国
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
故
に

農
民
運
動
の
影
響
が
よ
り
直
接
的
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
ぽ
な
い
か
。

変
法
派
は
そ
の
当
時
政
治
権
力
を
に
ぎ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
政
治
の
実
権

を
握
っ
て
い
た
洋
務
派
が
出
兵
し
た
と
き
に
は
、
繊
兵
し
な
が
ら
妥
協
の

　
　
　
批
判
と
反
省

可
能
性
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
、
、
従
っ
て
国
民
一
般
の
感
情
は
あ
ま
り

か
り
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
さ
れ
て
い
な
い
、

塁
壁
地
化
さ
れ
て
い
る
中
国
で
は
統
一
し
た
国
民
感
情
が
生
れ
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。

弛
田
植
民
地
化
さ
れ
て
い
る
故
に
か
え
っ
て
、
明
治
維
新
の
よ
う
な
不

徹
底
な
絶
対
主
義
政
府
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
よ
り
困
難
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
よ
り
徹
底
的
な
反
帝
闘
争
こ
そ
、
中
國
入
み
ず
ら
の
独
立

を
か
ち
と
る
動
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

北
村
申
国
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
連
す
る

が
、
全
く
同
感
で
今
後
の
研
究
に
蜜
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

前
川
　
で
は
最
後
に
報
告
責
任
者
は
欠
席
し
て
い
る
が
、
西
洋
史
の
研
究

に
対
し
て
何
か
質
問
が
あ
れ
ば
。

三
吉
　
明
治
二
〇
年
代
、
日
本
に
お
け
る
排
外
主
義
の
底
に
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
隣
国
化
さ
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
が
、
果
し
て
現
実
に
そ
う

い
う
事
態
が
あ
っ
た
の
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
が
臼
本
に
ど
う
い
5
圧
力

を
加
え
て
い
た
の
か
。

市
川
　
「
隅
国
化
さ
れ
る
」
と
い
う
点
不
明
確
だ
が
、
帝
国
主
義
国
と
植
’

民
地
と
の
関
係
は
形
式
的
な
政
治
的
主
権
の
有
無
に
関
ら
ず
種
々
な
形
態

を
と
る
。
少
く
と
も
主
権
劇
螺
と
い
う
意
味
で
の
「
属
国
化
」
は
列
強
も

意
図
し
て
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
（
紙
上
参
加
）
。
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